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ご注意 

本マニュアルおよびその中に記載されているソフトウェアについては、いかなる場合においても、スカ
イコム社の書面による事前の許可なしに、電子的、機械的、写真複写、録音、その他いかなる形式・手
段であれ、複製、保存、または転送を⾏うことができません。 

本マニュアルに付随する版権を保護されたソフトウェアは、エンドユーザにライセンスされますが、そ
の使用は、エンドユーザライセンス契約書に厳密に従うものとします。 

本マニュアルは、予告なしに変更される場合があり、スカイコム社による責務として解釈されることが
あってはなりません。 

スカイコム社は、本書における誤謬または不正確な記述に対しても、なんら責任または補償を負うもの
ではありません。 

スカイコム社は、特定の⽬的に関する適合性、および本ソフトウェアの使⽤により第三者の権利を侵害
しないことについて、いかなる保証もしません。 

◆Microsoft、Windows、Officeは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登
録商標または商標です。 

◆Adobe、Acrobat、および記載されたアドビシステムズ社の製品名は、米国アドビシステムズ社の登
録商標または商標です。 

◆TrueType は、Apple Computer, Inc.の商標です。その他のブランドおよび商品名は、それらを所
有する各社の商標または登録商標です。 

◆SkyPDF CA EDITION/Professionalは、スカイコム社が開発した製品です。 

◆この製品はOpenSSLツールキットを利⽤するためにOpenSSLプロジェクトによって開発された
ソフトウェアを含みます。 

◆記載されている会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。 

 

© 2015 SKYCOM Corporation 
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必要なシステム環境 

SkyPDF CA EDITIONをインストールするには、次のシステム環境が必要です。 

OS 日本語／英語／中国語（繁体字・簡体字） 
Microsoft®Windows®Vista（x86） 
Microsoft®Windows®7（x86, x64） 
Microsoft®Windows®8/8.1（x86, x64） 

CPU Pentium4  1GHz以上（利⽤するOSの推奨に基づく） 
メモリ  512MB以上（利⽤するOSの推奨容量以上） 
ディスク容量  200MB以上  

SkyPDF Pro Driverは、次のアプリケーションでの動作が確認されています。 

 Microsoft Word  2007／2010／2013※ 

 Microsoft Excel  2007／2010／2013※ 

 Microsoft PowerPoint  2007／2010／2013※ 

 Microsoft Internet Explorer 7.0／8.0／9.0／10／11（利⽤するOSの推奨に基づく） 

 Microsoft Visio 2007／2010／2013 

 LibreOffice 3.5.4 

 JUSTSYSTEM  ⼀太郎 2012／2013／2014（販売元サポート期間はそれぞれ2年間） 

 

※ Officeツールボタン（別章“PDFファイルを作成する（ツールボタン）”参照）は
Office 2010および2013の64ビットエディションでは使用できません。 

これらのアプリケーション以外でも、印刷機能があるアプリケーションからPDF
ファイルを作成できます。ただし、文書の内容やアプリケーションの種類によって
は、正常にPDFファイルを生成できない場合があります。 

 

注意 

アマノタイムスタンプおよびアマノタイムスタンプを使用するハイブリッ
ド署名は、Windows 8.1では動作保証外となります。 
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SkyPDF 変換ユーティリティ操作においては、次のアプリケーションからの正常動作が確認
されています。 

一括変換機能の対応
ファイル（拡張子） 

Microsoft Office 2007／2010／2013（Word、Excel、
PowerPoint） 
＝.doc、.xls、.ppt、.docx、.xlsx、.pptx 
Microsoft Visio 2007／2010／2013＝.vsd 
JUSTSYSTEM ⼀太郎2012／2013／2014＝.jtd 
テキストファイル（拡張子は別途設定可） 

画像  TIFF、BMP、JPG、JPEG、JPEG2000、GIF、PNG 
本製品の各OSおよびアプリケーションについての動作保証期間は、それぞれの販売元
サポート期間内となります。 

■注意■ 
※本製品は別製品SkyPDF Professionalをベースに構成しております。以下の操作画面において、
仕様上、製品名表記が”SkyPDF Professional（2012）”となっております。表記上の都合であり、
SkyPDF CA EDITION V5としての動作に問題はございません。あらかじめご了承ください。 

○インストール、アンインストール時の操作画面の製品名表記 

○OSのプログラム名表記 

○デスクトップアイコンの製品名表記 

○環境設定の関連付けタブの製品名表記 

○電子印鑑の各操作画面の製品名表記 
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オンラインヘルプ 

SkyPDF Pro Driver では、画面上でPDFファイル作成の操作をしながら、各画面の項
目についての説明を確認していただけるように、オンラインヘルプを用意しています。
SkyPDF Pro Driverの[バージョン情報]タブに用意されている［オンラインマニュアル］
ボタンをクリックすると、SkyPDF Pro Driverのオンラインヘルプを表示することがで
きます。 

SkyPDF CA EDITION/Professionalでは、すべての機能について詳細に説明したオン
ラインヘルプを用意しています。 

オンラインヘルプは、ツールバーの［ヘルプ］をクリックするか、［ヘルプ］メニューの
［SkyPDF CAEDITION V5ヘルプ］を選択して表示することができます。 

本書に記載のない項目は各オンラインヘルプを参照してください。 
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インストール 

インストール方法は、別紙『SkyPDF2012インストールガイド.pdf』をご参照ください。 
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CA EDITION 簡易ガイド 

PDF作成から申請までの主な流れ 
ここではPDF作成からCA EDITIONによる電子署名付与、署名したPDFの申請までの主な流れ
を簡潔に説明します。各操作の詳細な内容はそれぞれの項目に関する章を参照してください。 
あらかじめSkyPDF CA EDITION のインストールは完了しているものとします。 
 
事前作業 
同封の[導入に関する注意事項] を参照し、以下を必ず実施してください。 

○司法書⼠認証局発⾏のICカード付属のソフトウェアのインストール（「ICカードSecurityKitア
プリケーション操作マニュアル」を参照してください） 

○新しくICカードリーダライタをパソコンに接続される場合のみ、ICカードリーダライタのドラ
イバのインストール 

○認証局証明書のインストール（司法書士認証局のホームページの司法書士認証サービス内、証明
書情報のページを参照してください）  

○新司法書士証明書（平成24年1⽉以降）の場合、［SECOM Passport for G-ID］、公的個人認証
の場合住基カードの事前入手、および必要に応じてPCへの設定 

これらの事前作業が完了していない場合、署名付与を正しく⾏えないことがあります。 

※これらの事前作業に関するお問い合わせはご購入された販売店、日司連様および司法書士認証局
様、SECOM、住基カードそれぞれの担当部門へお願いします。 

SkyPDF Pro Driver でPDF生成 
ここでは、定款などをMicrosoft Wordなどで作成し、PDF化する場合の⼿順の⼀例を記載します。 

1. Microsoft Wordの［ファイル］－［印刷］（Word2007ではOfficeボタン押下メニューの
［印刷］を選択）で、印刷するプリンタとして［SkyPDF Pro Driver］を選択し、印刷しま
す。 
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2.  PDFの保存先を指定するダイアログが表示されたら、保存先を指定します。 

3.  保存したPDFがSkyPDF CA Editionにて自動で開き、表示します。 

■注意■ 
※上記はSkyPDF Pro Driverの印刷設定はインストール完了時からの初期設定の動作となりま
す。この他にも様々 な方法でPDFを作成することができます。本書の「PDFファイルを作成する
（［印刷］コマンド）」以降やSkyPDF Pro Driverのオンラインヘルプを参照してください。 

 

CA EDITIONによる電子署名 
1. 電子署名するPDFをSkyPDF CA Edition （デスクトップアイコン＝Professional)で表示し
ます。 

  

 

 

 

2.  あらかじめ電子署名の環境設定をします。 

ツールバーの［環境設定 ］をクリックするか、［ツール］メニューの［環境設定］を選択します。 
 ［電子署名］タブをクリックします。 
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3. ［署名方法］を 新司法書士証明書（平成24年1⽉以降）の場合、［SKYCOM SECOM Passport  
 for G-ID］または［SKYCOM SECOM Passport for G-ID（通常フォルダ）］に設定し、[常に  
 使用する]に チェックします。 
※住基カードによる公的個人認証は［SKYCOM Standard Signature］に設定します。 
 この設定で次回より、自動で設定した署名方法で署名が可能となります。 
 
4.  ツールバーの［署名］アイコン        をクリックするか、［ツール］メニューの［署名］を  
 選択します。 
 
5. ［署名方法］を 新司法書士証明書（平成24年1⽉以降）の場合、［SKYCOM SECOM Passport 
for G-ID］または ［SKYCOM SECOM Passport for G-ID（通常フォルダ）］に設定し、［常に
使用する］にチェックします。 

※住基カードによる公的個人認証は［SKYCOM Standard Signature］に設定します。 

 この設定で次回より、自動で設定した署名方法で署名が可能となります。 

   

 

 

 

 

6. ［OK］をクリックすると、十字カーソルが表示されますので、マウスで署名したい場所に範囲
指定します。 

 

7. ［証明書選択］ダイアログボックスが表⽰されたら、署名理由・署名場所（任意、省略可）
を⼊⼒し、［署名］をクリックします。 

※司法書士関連の場合、証明書種別が「司法書士電子証明書」と表示されます。 

 

 

 

 

 

※［証明書種別］ダイアログボックスで住基カードによる公的個⼈認証の電⼦署名を利⽤する
場合は［住基カード］を選択します。 
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8. 「署名設定」画面が表示されたら、署名に表示する内容を設定し、「OK」ボタンをクリック
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
9.  ICカード使用時は下記のダイアログに従い、司法書士認証サービスカードをカードリーダ
に挿入します。 
 
 
 
 
 
 
 
カードを挿入した後、「OK」ボタンをクリックすると署名が追加されます。 
(ICカードもしくは証明書のパスワード⼊⼒画⾯が表⽰されたらパスワードを⼊⼒します。) 
 
 

電子署名付与したPDFの保存 
電⼦署名付与が完了すると、PDFの保存先指定ダイアログが表示されますので、保存先やファ
イル名を指定します。 
PDFに電子署名が下図のように署名位置を指定した場所に表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

申請処理 
電子署名したPDFを申請処理する⽅法は、必要に応じ、法務省オンラインシステム、公証⼈等
の申請手順を各部門のマニュアル等で確認してください。 
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PDFファイルを作成する（［印刷］コマンド） 

SkyPDF Proを使用して、アプリケーションから文書を印刷するときと同様の方法で、
元の文書のPDFファイルを作成することができます。 
ここでは、Microsoft WordでPDFファイルを作成する⽅法を例にして説明します。 
画⾯の項⽬名などは、元の⽂書を作成したアプリケーションによって異なる場合があり
ます。 
 
1. Microsoft Office (Word)文書を開き、［ファイル］メニューの［印刷］を選択しま
す。 
 

2. 印刷のダイアログボックスが表示されたら、［プリンタ名］ボックスで［SkyPDF Pro 
Driver］を選択します。 

 
3. ⽤紙やフォント埋め込み、セキュリティなどの設定を変更したい場合は、［プロパ
ティ］をクリックし、SkyPDF Pro Driverのプロパティを表示します。 

 
4. ［SkyPDF Pro Driverのプロパティ］ダイアログボックスにある各タブで、作成す
るPDFファイルに対してさまざまな設定をすることができます。 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SkyPDF Proのプロパティで設定できる機能の詳細については、オンラインヘルプを参
照してください。 
 
5. PDFファイルの設定が終了したら、［SkyPDF Pro Driverのプロパティ］ダイアロ
グボックスで［OK］をクリックします。 
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■注意■ 
※アプリケーションの印刷機能から設定したSkyPDF Pro Driverのプロパティの設定内容は、いっ
たんアプリケーションを終了すると初期設定に戻ります。SkyPDF Pro Driverのプロパティの初期
設定を変更することもできます。 

6. 印刷のダイアログボックスに戻ったら、［OK］をクリックします。 
 

7. ［PDFファイルに名前をつけて保存］ダイアログボックスが表示された場合は、
PDFファイルを保存するフォルダを指定し、必要に応じてファイル名を編集して
［保存］をクリックします。 
 

■注意■ 
※SkyPDF Proで作成されるPDFファイルは、PDF1.6に準拠しています。作成したPDFファイ
ルを開くには、PDF1.6に対応したPDFビューアが必要です。 
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PDFファイルを作成する（ドラッグ＆ドロップ） 

デスクトップ上の「SkyPDF Professional」ショートカットアイコンを利⽤してPDFファ
イルを作成することができます。 
1. PDFファイルを生成したい対象元ファイルをデスクトップ上の「SkyPDF 
Professional」アイコンにドラッグ&ドロップします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ドラッグ＆ドロップ】＝マウスで選択ボタンを押しながらファイルアイコンを移動 
 

※自動的に、拡張子に関連付けられたアプリケーションが起動されPDFファイルの⽣成が実⾏され
ます。 

 

2. [PDFファイルに名前をつけて保存］ダイアログボックスが表示された場合は、PDF
ファイルを保存するフォルダを指定し、必要に応じてファイル名を編集して［保存］をク
リックします。 

 

■注意■ 
※アプリケーションの種類やファイルの内容によっては、正常にPDFファイルの生成ができない場
合があります。そのような場合には、アプリケーションの印刷コマンドで、PDFファイルを生成し
てください。 
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PDFファイルを作成する（右クリック） 

ファイルを右クリックして表示されるメニューからPDFを生成することができます。 
【メモ】 
※別途設定が必要です。詳細については「SkyPDF Pro Driverの設定」を参照してください。 

 

1. PDFファイル生成したい対象元ファイルを右クリックし、コンテキストメニューに表
示される、「Convert  to  SkyPDF 」コマンドを選択します。 
※自動的に、拡張子に関連付けられたアプリケーションが起動されPDFファイルの生成が
実⾏されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2. PDFファイルに名前をつけて保存］ダイアログボックスが表示された場合は、PDF
ファイルを保存するフォルダを指定し、必要に応じてファイル名を編集して［保存］をク
リックします。 

■注意■ 
アプリケーションの種類やファイルの内容によっては、正常にPDFファイルの生成ができない場合
があります。そのような場合には、アプリケーションの印刷コマンドで、PDFファイルを生成して
ください。 
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PDFファイルを作成する（ツールボタン） 

Microsoft Word, ExcelおよびPowerPointに、PDFファイルを生成するためのツールボタ
ンが組み込まれます。これらのボタンをクリックして、PDFを生成することができます。 
  
【メモ】 
※別途設定が必要です。詳細については「SkyPDF Pro Driverの設定」を参照してください。 

 
1.  Officeメニュー上のSkyPDFタブにCreate SkyPDF欄が表示されますので、［Normal 
PDF］ボタンをクリックします。   

 
 
 
 
 
 

 

【メモ】 
[Setting]ボタンで設定変更が可能です。 

 
自動的に、PDFファイルの⽣成が実⾏されます。 
 

【メモ】SkyPDF Proセットアップの「SkyPDF Proで利⽤したいサービス」で選択したoffice ア
プリケーションには上記のツールボタンが表示されます。（設定詳細については「SkyPDF Pro 
Driverの設定」を参照して下さい。） 

 
2.  [PDFファイルに名前をつけて保存］ダイアログボックスが表示された場合は、PDF
ファイルを保存するフォルダを指定し、必要に応じてファイル名を編集して［保存］をクリッ
クします。 
 
■注意■ 
※アプリケーションの種類やファイルの内容によっては、正常にPDFファイルの生成ができない場合が
あります。そのような場合には、アプリケーションの印刷コマンドで、PDFファイルを生成してくださ
い。 
※Excelでは選択された1シートのみの対応となります。 
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しおりとリンク注釈付きの PDFファイルを作成する 

Microsoft Office(Word,Excel,PowerPoint) にしおり付きPDFファイルを生成する為のツー
ルボタンが組み込まれます。このボタンをクリックするだけで、しおりとリンク注釈付きの
PDFファイルを作成することができます。 
「しおり」とはPDFビューア でPDFを開いた時、左側に表示される目次の形のもので、PDF
文書内の特定の箇所へのリンクになっており、そこをクリックすることで、PDF文書内の特
定の箇所にジャンプすることができます。 
「リンク注釈」とはPDFビューア でPDFを開いた時、Officeで設定していた文書内のハイ
パーリンクが、PDF文書内でも同様の箇所へのリンクできるようになる機能です。 
 

■注意■ 
※リンク注釈はExcelでは動作しません。 
※PowerPointは読み取り専用の文書では動作しません。 
※PowerPoint上で変更履歴が設定表示される文書は動作保証外とさせていただきます。 

 
 ※Word上の書式で“⾒出し1”などの⾒出しを検知し、しおりとして設定します。 

 （“⾒出し”という⽂⾔が含まった書式のみで⾒出し1〜9まで対応） 
 

 ※Excelは“シート名”を検知し、しおりとして設定します。 
（選択された1シート目のみの対応） 
 

 ※PowerPointは“スライドのタイトル”を検知し、しおりとして設定します。 
 （タイトルが無い場合スライド番号が“スライド番号 1”という形式で検知されます） 
 
※Word とPowerPoint のみ、しおり付PDF 作成ボタンを押下した場合、 
 ハイパーリンク情報を検知し、リンク注釈を付与します。 
  
1. Microsoft  Officeのツールバー上にある左端の「BookmarkPDF」ボタンをクリッ  
クします。 

 

【メモ】 
ボタンが無い場合は、別途設定が必要です。詳細については「SkyPDF Pro Driverの設定」を参照して下さい。 

 
 

 
 

 
 
 
※自動的にPDFファイルの⽣成が実⾏されます。 
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2. ［PDFファイルに名前をつけて保存］ダイアログボックスが表示された場合は、PDF
ファイルを保存するフォルダを指定し、必要に応じてファイル名を編集して［保存］
をクリックします。 

■注意■ 
１ページ内（ページを跨らない）の複数⾏のURLリンクを付与したい場合は、当該の「しおり付き
PDF作成」ボタンを押下した時のみ対応可能です。 
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SkyPDF Proの初期設定を変更する 

SkyPDF Proをインストールした後、SkyPDF Pro Driverのプロパティを何も変更せずに
PDFファイルを作成した場合は、初期設定でPDFファイルが出⼒されます。 

この初期設定を変更しておけば、アプリケーションからPDFファイルを作成するたびに
SkyPDF Pro Driverのプロパティを変更することなく、常に独自の設定でPDFファイルを
作成することができます。 

 
1. Windows Vista、7を使用している場合は、［スタート］メニューから［コントロール 
パネル］－［プリンタ］（Windows7ではデバイスとプリンターの表示）を選択します。 
Windows8/8.1を使用している場合は、スタート画面から右クリックの[すべてのアプ
リ]から［コントロールパネル］－［デバイスとプリンター］を選択します。 
（Vista以降は設定によりコントロールパネルやプリンタ設定の表⽰⽅法が異なります
ので、各PCの設定に応じてください） 
 

2. プリンタの一覧が表示されたら、［SkyPDF Pro Driver］を右クリックし、［印刷設定］
を選択します。 
 

3. 必要に応じて、各タブで設定を変更し、[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SkyPDF Pro Driverのプロパティで設定できる機能の詳細については、オンラインヘル
プを参照してください。  
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■注意■ 
※ここで設定したSkyPDF Pro Driverのプロパティの初期設定は、Windowsのユーザア
カウントごとに保存されます。 
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タイムスタンプをPDFに付与する 

SkyPDF Proでは、作成するPDFファイルにアマノタイムスタンプを付与することができ
ます。 
タイムスタンプは次のような２つの効果によって、電子データの証拠性を確保し、電子署名
の限界を補完する事もできます。  
存在証明：タイムスタンプが付与された日時に確かにデータが存在していた事の証明ができ
ます。  
完全性証明：タイムスタンプが付与された⽇時以降、そのデータが改ざんされていない事の
証明ができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  詳細の操作手順については、オンラインヘルプを参照してください。 
 
 

アマノタイムスタンプ電子証明書のインストール 

アマノタイムスタンプを検証するためには、電子証明書をあらかじめ取得する必要がありま
す。アマノビジネスソリューションズ（株）のホームページ http://www.e-timing.ne.jp
の一番下にある「リポジトリ及びその他の公開情報」をクリックし、認定サービス用の電子
証明書を以下の手順にて取得してください。 

 

 

 

 

 

 

 

タイムスタンプ名称 内容 

アマノタイムスタンプサービス3161 
認定サービス 

このサービスは、財団法人日本データ通信協会の
認定をうけています（有償） 

 

http://www.e-timing.ne.jp
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1. e-timing EVIDENCE3161サービスの電子証明書 
https://www.e-timing.ne.jp/repository/tsa/tsa3161_repository.htmlのRoot-CA
の証明書のファイルからセコムトラストシステムズ株式会社のリポジトリから
Root-CA証明書(SCRoot1ca.cerとSCRoot2ca.cer)２つをクリックする。） 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
2. 電子証明書をインストールする 

3 電子証明書をダウンロードし、証明書をインストールする為に以下の手続きに従って
ください。 
 
①開くを選択します。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
②「証明書のインストール」ボタンを押下します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

RootCA1とRootCA2両方が必要です。 

次の 電子証明書をインストールする手順はこの
2つの証明書分実施してください。 

https://www.e-timing.ne.jp/repository/tsa/tsa3161_repository.html
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③「証明書のインポート ウィザード」ウインドウの「証明書のインポート ウィ
ザードの開始」画面で「次へ」ボタンを押下します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④「証明書のインポート ウィザード」ウインドウの「証明書ストア」画面で、下
図のように「証明書をすべて次のストアに配置する(P)」ボタンを選択し、「参照」
ボタンを押下した上で「証明書ストアの選択」ダイアログから「信頼されたルート
証明機関」を選択し、「OK」選択後に「次へ」ボタンを押してください。 
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⑤正しくインポートされたメッセージをOKで閉じ、「証明書のインポート ウィ
ザード」ウインドウの「証明書のインポート ウィザードの完了」画⾯で「完了」
ボタンを押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で証明書のインポートは終了です。 
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制限・注意事項 

取り扱い PDFファイルについて 

当社では、表示可能なPDFファイルの目安として、PDFの技術仕様（ISO32000-1）
に準拠し、最大400000ページ、最大4GBのPDFを開いて表示できることを確認
しています。 
この PDF技術仕様に準拠していない PDFを扱うと、「暗号化の復号に失敗しまし
た」とのメッセージが表示される場合があります。 
上記範囲内の PDFであっても、本ドキュメントに記載した制限、または当社の認
識していない環境、⽂書依存などの要因により、表⽰や操作に問題が発⽣する場合
があります。 

 
 

PDFファイルの関連付けについて 

● Windows8/8.1での制限事項 
Windows8/8.1では、SkyPDF2012からの関連付けの復元はできませ
ん。[既定のプログラムの選択]画面内のPDFファイルの関連付け設定に
て復元したいPDF表示ソフトを選択してください。 
 

● インストール時または SkyPDF2012の環境設定画面から関連付けを
⾏った場合、[既定のプログラムの選択] 画面内のPDFファイルの関連
付け設定におけるアプリケーション一覧に、“マイクロソフトリーダー”
が非表示となります。この場合、SkyPDF2012の関連付けを解除すれ
ば、再度表⽰されるようになります。 

 
● インストール時または SkyPDF2012の環境設定画面からスタンドアロ
ン版のみ関連付けがされている状態では、Internet ExplorerにてPDF
ファイルを開こうとした場合、SkyPDF2012のスタンドアロン版が起
動し表示されます。 

 
● ユーザーを後から追加した場合、そのユーザーではログインして3分後
に関連付けされます。 

 
● 自動でWindows Updateの処理が起動すると、関連付けが外れる状態
になります。重要な更新プログラムの“更新プログラムを確認しない（推
奨されません）”を設定しない限り、この事象となります。 

 
● Internet Explorerの64ビット版では、PDF表示がWebに関連付け
されていても、SkyPDF2012がInternet Explorer内で起動せず、 
SkyPDF2012のスタンドアロン版が起動し表示されます。 
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● Internet Explorerの 64ビット版では、Embedタグで Internet 
Explorer内に SkyPDF2012にて PDFを表示させる機能に対応してお
りません。 

 
● Windows Vista以降のOSにおいて、SkyPDFProでPDF生成後、関連
付けされていないアプリケーションで PDFを開くことがあります。そ
れは、次の場合です。 
a. SkyPDFViewer、Profesional/Standardで関連付けした後、

AdobeReader/Acrobatの修復機能で関連付けを戻した場合。 
b. SkyPDFViewer、Profesional/Standardで関連付けした後、

Windowsの機能で、他のアプリケーションに関連付けを変更した
場合。 

 
ビューアの起動に関する事項 

● SkyPDF2012が正常に起動し終わらないうちに連続で起動するなどと
いった不正な操作を⾏った場合、PDFファイルが開けなくなるなど、動
作が不安定になる場合があります。 

 [対処] 
本製品を終了させた状態で、タスクマネージャの[プロセス]タブを表示させ、
SPViewer.exeが残留している場合は、[プロセスの終了]ですべての
SPViewer.exeを強制終了してください。 

 
PDFの作成機能に関する事項 

● Windows8/8.1のスタート画面（ストアアプリ画面）の Internet 
ExplorerからプリンタとしてSkyPDF Pro Driverを利⽤して印刷（PDF
化）しても、処理が無反応もしくは停止したような状態になります。 

 
● Standard版のみ、画像ファイルをデスクトップアイコンにドラッグア
ンドドロップすると、無反応状態になります。 

 [対処] 
画像ファイルの関連付けを[フォト]ではなく、[フォトビューアー]または
[ペイント]に変更してください。 

 
● 外字領域で、⽂字が割り当てられていない⽂字コードが使われている時、
PDF/A変換できない場合があります。（PDF/Aでない変換であれば可能
です） 

 
● SkyPDF Pro Driverの「フォントの埋め込み」設定でType1フォント
を設定し、そのフォントを使用して作成された文書を PDFに変換した
場合、アプリケーションによっては、そのPDFを開くとエラーメッセー
ジが表示されたり、Type1フォント部分を空白で表示したりなどといっ
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た意図しない表示となる可能性があります。 
[対処] 
以下３つの対処策のいずれかを⾏ってください。 
① Type1フォントをご利⽤の際は、フォントの埋め込みを⾏わない。 

※ 埋め込みを⾏わないため、PDFファイルを開く環境に該当フォ
ントがインストールされていない場合は、代替フォントで表示
される可能性があります。 

② Type1フォントを他フォントに変更する。 
③ SkyPDF Professional/Standard/ViewerでPDFファイルを開く。 

 
● SkyPDF Pro Driverの「ページ設定｣設定について 

 ｢空白ページを除去する｣場合 
1 Microsoft Office PowerPointでは、空白ページがあっても除去さ

れません。 
2 Microsoft Office Word(※)では「挿入(I)」→「改ページ(B)…」

で作成される空白ページのみ除去されます。(Enterキーを押して
作成した空白ページは除去されません) 
 

※ 注意：Microsoft Office Word 2007・2010・2013では空白ペー
ジ作成時(「挿入」→「空白のページ」)に必ず改⾏⽂字が⼊る仕
様のため除去されません。 

 
「サムネイル画像を埋め込む｣場合 

   製品仕様上、1200dpiを限界値としています。 
 

● SkyPDF Pro Driverの「文書」（ハイパーリンク機能）設定について 
 Justsystem ⼀太郎の場合 

e-mail アドレスの直前に文字と空白が有る場合、空白が無視され、文字と
アドレスがハイパーリンクとして認識されます。 

 
  例： e-mail ii-help@skycom.co.jpの場合、"ii-help@skycom.co.jp"

でなく、"e-mailii-help@skycom.co.jp"となっ
てしまいます。  

 
 
 Microsoft Office Visioの場合 

Microsoft Office Visioは文字データが分割されて扱われるため、PDF作成
時にハイパーリンク⽂字列が認識出来ません。ただし、他アプリ（Word
等）からの貼り付けであれば、ハイパーリンクが付与できます。 

 （注意：各項目のフォントの条件を満たす必要があります） 
 
 
 

この部分の空白が無視されます。 

mailto:ii-help@skycom.co.jp
mailto:ii-help@skycom.co.jp
mailto:e-mailii-help@skycom.co.jp
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 Microsoft Office Excel及びPowerPointの場合 
特殊記号が別のフォント扱いになるため、通常文字と特殊記号が別々の文
字列になり、ハイパーリンク⽂字列として認識されません。 

 
例： 特殊なフォント一覧（名称）： 
Estrangelo Edessa、 Gautami、 Latha、 Mangal、 
Raavi、Shruti、Tunga 

  
    全般 

① ハイパーリンク対象⽂字列の中に、下記の⽂字が含まれていると、それ
以降がハイパーリンク⽂字列化されません。 

         (   ^    \   ¦   ‘  “ 
 
 例 

http://msdn2.microsoft.com/ja-jp/library/ms742418(VS.80).aspx
 をPDF化した場合、 
http://msdn2.microsoft.com/ja-jp/library/ms742418 
までがハイパーリンク⽂字列となります。 
 

② ハイパーリンク対象⽂字列は 1⾏のみです。複数⾏に渡る場合は、
Officeアドインツールボタンのしおりボタンで生成してください。 

 
● アプリケーションや環境によって、適用される圧縮オプションの方式が
異なる場合があります。 
例えば、「ペイント」で同⼀のTIFF画像をPDF作成しても、32ビット
OSでは「⽩⿊画像」の設定が有効になり、64ビットOSでは「カラー
／グレースケール画像」が有効になる場合があります。 

 
● Internet Explorer 9以上でWebページをPDF生成する場合、生成時
の保存先ダイアログをキャンセルすると、エラーメッセージが表示され
ますが、これはInternet Explorer 9以上におけるマイクロソフト社の
既知の問題のため表示されます。エラーメッセージ自体表示はそのまま
終了させてください。 

 
● Internet ExplorerからWebページなどをPDF生成する場合、以下
の条件が揃った場合のみ、エラーメッセージも表示されず、PDF生成
も⾏われません。 

 [条件] 
 ・32ビットOSで保護モードが設定されている場合 
 ・「Web表示用に最適化」を［ページ設定］タブで設定している場合 
 [対処] 

Standard版の場合、保護モードを解除してPDF生成してください。 
Professional版の場合、一旦「Web表示用に最適化」を設定せずにPDF生

http://msdn2.microsoft.com/ja-jp/library/ms742418
http://msdn2.microsoft.com/ja-jp/library/ms742418
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成し、Professional版のビューアで開いて、環境設定の［ページ設定］内の
「Webページ用に最適化」をチェックして「名前を付けて保存」をします。 
 

● PDF/A変換をしたPDFが、一部Adobe XIのプリフライトが正常に実
施されない場合があります。 

[条件] 
元から埋め込まれているフォントに設定されている CIDSetに不備がある
場合 
 
● ⽂書内リンクなどのオブジェクトが⼤量にある⽂書の場合、Web最適
化にして保存する処理が終了しない場合があります。 

 
● 文字にリンクを追加する場合、以下の操作でリンクが機能しないことが
あります。 

a. 複数ページ文書の特定ページの文字に、指定ページへジャン
プするリンクを追加します。 
 

b. 上記 aでリンク追加した部分とは別のページに、同様に、指
定ページへジャンプするリンクを文字に追加します。 
 

c. 上記 aでリンク追加した部分に戻ると、リンクのポップアッ
プが“ページ-1”と表示され、プロパティでも指定ページ欄が
空白になります。 
 

※ そのまま文書を保存すれば正常に aのリンクが機能します。
単ページ文書や、aと同ページに追加するリンクでは発生し
ません 

 
● 動作保証アプリケーション 
動作保証アプリケーションの場合でも、レイアウトやファイルサイズな
どの条件により、稀にPDFの精度が損なわれる場合があります。 

 
 Microsoft Office Visioの場合 

Microsoft Office VisioのBold（太字）、Italic(斜体)、ItalicBold（太字
斜体）文字がPDF化した場合にテキストではなく、グラフィックとして
認識されてPDF変換される場合があります。 
また、標準字体でもグラフィックとして認識される場合(下記例を参照)
があります。 

 
例：Microsoft Office Visio では“MS Pゴシック”のフォントの標準字体の
場合、印刷解像度 300dpi以下では⽂字は全てグラフィックとして認識さ
れます。また、印刷解像度 600dpiではフォントサイズが 86pt以上、
1200dpiでは43pt以上、2400dpiでは22pt以上の文字は全てグラフィッ
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クとして認識されます。 
 

※ 動作保証しているアプリケーションにて不具合が発⽣した場合、
弊社カスタマサポートまでメール（e-mail:cs@skycom.jp）でお
問い合わせください。今後の改善課題の参考とし調査いたします。
また併せて、不具合のサンプルファイルを添付してください。 

 
● Microsoft Office Visioの仕様のため、印刷設定で⽤紙の向きを変更し
ても反映されません。 

 
● Microsoft Officeからのしおり生成ボタンの生成において、ハイパーリ
ンクの付与された図形が存在する文書には対応しておりません。しお
りやリンクの生成に失敗します。 

 
● Microsoft Office WordからのPDF生成にてPDFのファイル名に()＝
半角括弧文字を使用した場合、Wordの仕様により _＝アンダースコ
アに変換されます。 
Microsoft参考URL  http://support.microsoft.com/kb/944002/ja 

 
● Microsoft Office 2007以降のPDF品質について 
Microsoft Office 2007以降（以後Officeと記述）において、PDF作成する
と表示品質が問題になることがあります。しかし、Officeの高画質な印刷設
定により回避できることがあります。Officeに関する印刷設定の詳細につき
ましては、Microsoftの情報サイト(※1)をご確認ください。 
回避策として、Officeの印刷に関する設定変更を推奨します。例えば、下記
サンプル（※2）の赤矢印で示したオブジェクトのように、推奨設定で作成す
ると描写精度が向上することがあります。 

 

但し、推奨設定の場合、標準設定で作成されるPDFよりデータサイズが大きくなる
傾向がありますので、用途に合わせて、下記の推奨設定をお試しください。 
 
※1: (MSDN 印刷の概要) 
http://msdn2.microsoft.com/ja-jp/library/ms742418(VS.80).aspx 

 

推奨設定で印刷 標準設定で印刷 

mailto:cs@skycom.jp
http://support.microsoft.com/kb/944002/ja
http://msdn2.microsoft.com/ja-jp/library/ms742418
mailto:cs@skycom.jp�
http://support.microsoft.com/kb/944002/ja�
http://msdn2.microsoft.com/ja-jp/library/ms742418(VS.80).aspx�
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※2: (出展) 
http://download.microsoft.com/documents/uk/technet/postevent/01-0
5-2007/MicrsoftForefrontAndSystemCenter.pptx 
 
（１）Microsoft Office Wordの場合 
「Wordのオプション(I)」→「表示」を開き、「印刷オプション」
の「背景の色とイメージを印刷する」にチェックします。 

http://download.microsoft.com/documents/uk/technet/postevent/01-0
http://download.microsoft.com/documents/uk/technet/postevent/01-05-2007/MicrsoftForefrontAndSystemCenter.pptx�
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（２）Microsoft Office Excelの場合 
「Excelのオプション(I)」→「詳細設定」を開き、「印刷」の「グラフィッ

ク用の高画質モード」にチェックします。 
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（３）Microsoft Office PowerPointの場合 
「PowerPointのオプション(I)」→「詳細設定」を開き、「印刷」の「高

品質で印刷する」にチェックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
PDFの表示機能に関する事項 

● フォントが埋め込まれていないPDF（特にMacintosh上で作成されたPDF）
の表示は、他社PDF閲覧アプリでの表示と異なる場合があります。 
PDF内で使用されているフォントがコンピュータ内に存在しない場合は、指
定されたフォントと近いフォントを選択し、代替フォントにて表示していま
す。そのため、他社PDF閲覧アプリと異なったフォントを使って表⽰する場
合があり、文字（括弧等）の表示位置がずれることがあります。また、サロ
ゲートペアの文字でもフォントが埋め込まれていないと、正しく表示できな
い場合があります。 

 Adobe Reader 
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 SkyPDF 2012 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● MacやAdobe製品で作成されたPDFで”ZapfDingbats”フォントが使
用されている場合、Windows環境でサポートされてないフォントの
ため、代替フォントが適⽤され、四⾓形や形の異なったグリフ（字形）
が表示されます。以下の一覧を参照ください。 

 
   ZapfDingbats定義済み参考グリフ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 SkyPDF 2012での表示グリフ 
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● フォントが埋め込まれているPDFの表示 
DHP⾏書体フォントにおいて、右寄りで表示される文字があります。 

 
● スタンプ注釈の印鑑において、区切り数や⽂字の種類によっては、中央
より少しずれた状態で表示される場合があります。 

 
● Adobe Acrobatで付与したフリーテキスト注釈の編集をするとスタイ
ルが崩れる場合があります。 

 
● SDIモード（別ウインドウで表示）の際、同じファイルを複数開くこと
ができます。 

 
● ネットワーク上など別のPCやサーバーなどにあるPDFファイルを本製
品にて、且つ、ローカルPCと別の環境で同時に開いた場合、以下の現
象が発生します。 
ローカルPCにて編集して上書き保存をすると、ファイルが使用中のた
め上書き保存ができない旨のダイアログが表示され、それを閉じると、
［名前を付けて保存］のダイアログが表示されます。それもキャンセル
で閉じると、編集内容は残ったままの状態で、上書き保存がグレーアウ
トし、操作できなくなります。 
その後、別環境で開いていたPDFを閉じても、ローカルPC側の上書き
保存はそのまま機能しません。ファイルを開きなおして編集するか、上
記で［名前を付けて保存］のダイアログが表示された際に別名で保存し
てください。 
 

● 本製品はセキュリティを考慮し、JavaScriptを使用したフォームには対
応していない仕様のため、そのフォームのボタンや署名フィールドなど
は動作しません。 
 

● ツールバーの［前の画面］/［次の画面］ボタンの機能で、前回最終表
示ページについて、PDFファイルを閉じた後の5ファイル前まで記憶し
ますが、PDFの内部仕様で文書IDが存在しないPDFファイル、および
そのような PDFファイルを編集中で保存していない状態の場合この記
憶ができません。 

 
● Internet Explorerで PDFを表示させる際、URLの末尾に #page=
ページ番号 にて指定したページを表示させる機能に対応していませ
ん。そのようなURL指定の場合は、先頭ページが表示されます。 

 
● ナビゲータタブの背景部分にデスクトップ画面の一部が表示される事
象が発生しますが、動作に影響はありません。 
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● ファイル名の文字数が半角で 50⽂字程度の PDFを 10個程表示させ、
順番に閉じていくと、ファイル名を表示しているタブの部分のみ表示が
消える事象が発生します。 

 
 
 
 
 
 
                         ↓ 
 
 
 
   
 
 [対処] 

図の赤枠内をクリックすると表示されます。またはタブリストを表示させ、
ファイルを選択してください。すべてのファイルタブを表示させたい場合は、
本製品を再起動してください。 
 

PDFの編集機能に関する事項 

● Unicodeへのマッピング情報が入っていない場合、PDF内の１部の文字
列でテキスト選択ができない場合があります。 

 
● サードパーティ製PDF（GPL Gostscript製等）において、Unicodeへ
のマッピング情報が⼊っていない場合、⽂字列をテキスト選択し別のア
プリケーションにコピー＆ペーストすると文字化けすることがありま
す。 
 

● サロゲートペア⽂字のテキストコピー、検索はできません。 
 

● テキストを選択コピーし、別のテキストエディタに貼り付けると PDF
上の空⽩⾏が空⽩＋改⾏として貼り付けられます。 
（現在 PDF作成プリンタドライバでのテストページ出⼒にて事象が確
認されています。） 

 
● Adobe Readerなど他のPDF閲覧/編集アプリで同一ファイルを開いて
いるときは、ファイルの保存ができないため、その間⾏った署名や注釈
などの編集内容はすべて破棄されます。他のPDF閲覧/編集アプリで開
いていないことを確認してから、PDFの編集を⾏って下さい。 

 
 

ファイル名の文字数が半角で 50文字程度のPDFを 10個程度表示し、×ボタンで
閉じていく。 

赤枠内に本来なら、起動中のファイルタブが表示されるべきだが、消えている。 
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● テキスト直接編集機能において、PDFファイルによっては、複数⾏選択
して削除や改⾏追加で残りの⽂字がずれる現象やテキスト直接編集の
選択自体ができない場合があります。現在、一部の特定 PDFで同現象
が確認されていますが、今後改善を検討しています。 
 

● 文書IDが存在しないPDFを編集保存すると、以降より記憶が可能にな
ります。SkyPDF Pro Driverで生成されるPDFではセキュリティ付、
および、PDF/A変換の場合のみ文書IDが付与されますが、それ以外の
場合、文書IDが存在しない状態で生成されます。 

 

紙印刷(物理プリンターによる印刷)に関する事項 

● レンダリングモードで印刷を⾏う場合、データを画像変換してプリンタ
へ送信するため、印刷スプールサイズが大きくなります。そのため印刷
が遅くなる場合や、プリンタにより印刷エラーになる場合があります。 

  
＊確認済みのケース 
PDF：JEITA（日本電子情報技術産業協会）のサンプルPDF（J12.pdf） 
プリンタ：Fuji Xerox DocuPrint C1100 

 [対処] 
通常モードで印刷するか、印刷時の操作画面に表示されている、印刷ジョブ
を分割する処理を実施してください。 

 
● １ライン毎に表現されているようなグラデーションやイメージを含む
PDFを通常モードで印刷すると、グラデーション（イメージ）間に線が
入る場合があります。 

 [対処] 
 レンダリングモードで印刷を⾏って下さい。 
 

● PDF内で代替フォントが使用されており、その代替フォントが持ってい
るグリフ幅と、PDF内に記述されているグリフ幅が異なる場合、テキス
トコード出⼒をONにして印刷すると文字間隔が崩れて印刷されます。 

    [対処] 
 テキストコード出⼒をOFFにして印刷を⾏って下さい。 
 

● Type3フォントが使用されている場合や、プリンタの機種によっては、
マスク画像のクリッピング出⼒をONにして印刷すると、印刷品質が荒
くなる場合があります。 

 [対処] 
 マスク画像のクリッピング出⼒をOFFにして印刷を⾏って下さい。 
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セキュリティ機能に関する事項 

● RMSセキュリティ機能でコピー・抽出を禁止されたPDFを開き、別の
タブウィンドウでPDFを複数開くと、RMSセキュリティの付与されて
いない PDFにもプリントスクリーン機能が抑止され、RMSセキュリ
ティの付与されたPDFを終了するまで解除されません。 
 

● RSAセキュリティ機能で128bitAESにて添付ファイルのみの暗号化を
設定された PDFにおいては、添付ファイルを開こうとすると警告メッ
セージが表示され、開くことができません。 
 

● 署名されている PDFにはセキュリティを付与することができません。
署名されているPDFを開くと、文書のプロパティの “セキュリティ”タ
ブで設定画面がグレーアウトになります 
 

● SkyPDF Pro Driver印刷設定のページ設定タブで、[同名ファイルが
存在した場合の設定]が[既存ファイルの後に追加する]に設定され
ている場合、通常、セキュリティ機能によって暗号化されているPDF
ファイルに対し、暗号化されていないPDFファイルを追加すること
はできません。 
ただし、セキュリティタブの[マスターパスワード]のチェックボッ
クスを ONにしたまま[セキュリティをかける]のチェックボックス
をOFFにしている場合、直前のセキュリティの設定によっては、追
加できてしまうことがあります。 
 

表のコピーに関する事項 

● ツールバーのテキスト選択ボタンから PDF上のテキストを選択し、右
クリックで[テーブルとしてコピー]を選択し、Excelに貼り付ける場合、
以下の結果となります。 

 
a. Excelに貼り付ける際に[形式を選択して貼り付け]する場合、XML

スプレッドシート形式を選択するとフォントサイズが反映された
形でコピーされ、Ctrl+V等で普通に貼り付けた場合、XMLスプレッ
ドシート形式で貼り付けられます。また、貼り付ける際に[テキス
ト]または[Unicodeテキスト]を選択するとフォントサイズは未反
映のまま貼り付けられます。 

 
b. 空⽩セルは無視されるため、例えば、⽂字セル 1+空白セル+文字

セル2の横並びをコピーした場合、Excelに貼り付けた結果は、文
字セル1+文字セル2となります。 

 
c. 別セルの判断が 2文字以上の空白文字で実施しているため、PDF



 

- 40 - 

表示のエリアとして表内の文字の末尾に 2文字分以上の空白が無
い場合は、Excelに貼り付けた結果が同じセル内となります。 

 
d. 次の⾏という判断が、前の⽂字列の下の位置という判断で実施して

いるため、PDF表⽰のエリアとして表内の⽂字列の位置が下に位置
する⽂字列は、Excelに貼り付けた結果が次の⾏となります。 

 
ページのトリミングに関する事項 

● ページのトリミングを実施した直後、各編集操作（例：しおり、注釈付
与）が正常に動作しない場合があります。ページのトリミングを実施し
た後は、一旦PDFファイルを保存してください。 

 
署名に関する事項 

● GPKI署名の環境設定画面内の[プロキシ設定]にて、[認証]欄の[あり
（Basic認証）]を選択した場合、Basic認証のみ動作可能です。 
 

● 署名（状態表示）の表示について 
 
 
 
 
 
 
 
   署名が有効か無効かの状態を表すアイコンは表示されません。 

[対処] 
   マウスで署名をクリックし、以下のダイアログを表示しステータスを確認し 

ます。 
 
 
 
 
 
 

 
 

電子印鑑に関する事項 

● 電子印鑑インプレットはドライバが対応していないため、64ビットOS
では使用できません。 
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タイムスタンプに関する事項 

● アマノタイムスタンプの仕様に則り、次の暗号化を使用した PDFは使
用できません。 

  「高（128bit RC4 Acrobat6互換）」  
  「高（128bit AES) 」  
  「高（256bit AES)」 
 

● 中国語OSでは、証明書のパスに漢字が使用されているとアマノタイム
スタンプにエラーで失敗します。 
 

● Internet Explorerのプロキシ設定においてタイムスタンプサービスが
エラーになることがあります。その場合、Internet Explorerの詳細設
定で“プロキシ接続でHTTP1.1を使用する”を有効にしてください。 
 

● Windowsのプロキシ接続環境において、[コントロールパネル]－[プリ
ンター]よりSkyPDFProの印刷設定画面を操作した場合、プロパティ画
面の“タイムスタンプ”タブのテストボタンが動作しない場合がありま
す。その場合はWindowsのログオフが必要になります。 
 

● Windows Vista以降では、保護モードが有効なInternet Explorer 7以
降からのPDF作成時、制限ユーザー(Administrator以外)はタイムスタ
ンプ機能が使えません。 
 

a. 制限ユーザー(Administrator以外)でWindowsにログインし、
Internet Explorer を起動します。 
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b. 「保護モード：有効」の場合、「印刷」ボタンを押すと、下記 
ダイアログが表示されます。 

 
  
 
 
 
 
 
 

 「OK」・・・タイムスタンプの付かないPDFを作成 
 「キャンセル」・・・PDF作成を中断 
 

● アマノタイムスタンプおよびアマノタイムスタンプを使用するハイブ
リッド署名は、Windows 8.1では動作保証外となります。 

 

Office製品のアドイン表示に関する事項 

● Windows7以降の64bit OSでOffice2010/2013 64bit版が導入され
たPCに本製品をインストールすると、Office製品の画面でSkyPDFア
イコンが表示されません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
こちらのタブとアイコンが表示され

ません。 
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SkyPDF Utilityに関する事項 

● SkyPDF Utilityで以下の条件に該当するExcelファイルのPDF変換を
⾏う場合、「保存先を指定する」にチェックが付いていなくても、「PDF
ファイルに名前をつけて保存」ダイアログが表示される場合があります。 
 

 [条件] 
過去にSkyPDF Driverで「保存先を指定する」にチェックを付けてPDF変
換を⾏った後、保存したExcelファイル。 
 

 [対処] 
Excelファイルを、SkyPDF Driver以外のプリンタを選択した状態で保存し
直して下さい。 

 
● PDFの種類によっては、結合・分割を受け付けない場合があります。 
a. SkyPDF製以外の他社製PDFでPDF規格に違反して作成されてい

るもの 
受け付けられない場合、以下メッセージのいずれかが表示されます。 

    [PDFオブジェクトの読み込みに失敗しました。] 
   [Trailer辞書の読み込みに失敗しました。] 
   [PDFファイルの読み込みに失敗しました。] 
 

b. セキュリティ付き(パスワード等)、署名やタイムスタンプ
付きのPDF  

 
● 一括PDF出⼒タブにおいて、 
a. Justsystem⼀太郎ファイルが複数シートにて構成されている場

合、アクティブシートのみPDF生成されます。 
 

b. Microsoft Office Excelファイルが複数シートにて構成されてい
る場合、変換ユーティリティにおいては、「ブック全体」印刷さ
れます。その時、各シートの「印刷品質」の値(dpi)を揃えていな
い場合(空白を含む)は途中シートから最後(一番右)のシートのみ
の生成になる場合があります。 
 
 

※ 【Microsoft Office Excelのブック全体印刷を⾏う場合の注意点】 
 
変換ユーティリティから印刷を⾏う場合 
シートごとに、「ページレイアウト」タブの右下の矢印ボタンを押下し、ペー
ジ設定画面の「印刷品質」の数値を統一してください。 
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※ 上記設定後、「変換ユーティリティ」の「一括PDF出⼒」で、ブック全体印刷
が可能になります。 

 
※ 上記dpi値を操作すると、多少ページのレイアウトが変化する場合があります

ので、「表示」タブ→「改ページプレビュー」等で微調整を⾏ってください。 
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